
 

 

 

 

 

～ み な み か ぜ ～ 

 

● 第４６回若松祭文化部門が開催されました 

 今年度の若松祭文化部門(文化祭)は、保護者のみの公開となりましたが、コロナ前の文化祭に近い形で

の実施ができました。今年度のテーマ「Best Memory ～ようこそ、夢の１ページへ～」を掲げて、文化

委員を中心に全校で準備・実施に臨みました。 
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       1年生垂れ幕                   看板 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

【校内装飾】会談や廊下の装飾も、文化委員の皆さんがステキに仕上げてくれました。 
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【3年生各クラスのフロアアート】映画や劇、ゲーム等、さすがは 3年生という仕上がりでした！ 

   

   

 

【2年生の様子】ゲーム、劇、お化け屋敷など、大きな会場を使用したクラスもありましたが、隅々ま

で装飾がされており、お化け屋敷は悲鳴が聞こえていました。 

   

   

   

 【1年生の様子】縁日やゲームなど、様々な工夫で来場者を楽しませていました。 

   
 

 

 

 

 

 



【部活動の発表】 

  

  

  

        

      

  



【閉会式・表彰の様子】 

  

 

 

 

閉会式では各部門の表彰、エンディングムービーを見た後に文化委員長からの言葉がありました。委員

長の言葉の後には、全校生徒が立ち上がってスタンディングオベーションで文化委員長への感謝の気持

ちを伝えました。 

 委員長はそのサプライズに対し、「75人いる文化委員をまとめ上げられたのは、三役や部門長がみんな

を引っ張ってくれたおかげであり、みんなの力で素晴らしい文化祭が開催することができました。」と涙

を流しながら話し、最後は三役、各部門長と共に壇上に並んで挨拶をしました。 

 生徒主体の企画運営が調布南高校の若松祭の伝統です。しばらく全校での文化祭ができませんでした

が、しっかりと調布南高校の伝統は受け継がれています。今年度の文化祭は、みんなにとっての Best 

Memoryとなりました！ 


